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　秀峰栗駒山の分水嶺が豊かに流れ麓に広がり、市内有数の稲作地帯に位置した山紫水明の尾松の

地で、子どもたちに多くの学びを与えてきた尾松小学校が閉校するにあたり、一言ごあいさつ申し

上げます。

　明治６年に稲屋敷下等小学校として創立以来、稲屋敷、八幡、桜田、栗原と広い尾松地区全体を

学区とし、１３９年という長き歴史を持つ尾松小学校は、地域住民の方々の学校教育に対する御理

解、御協力のもと地域の温かな目に守られ、健全な児童育成の伝統を築き上げてこられました。恵

まれた教育環境の中、学校及びＰＴＡまた児童個人にわたり幅広い分野で多くの優良受賞をされて

おりますことは、地域皆様の長年にわたる温かい御支援の賜であり、厚く御礼申し上げます。また、

歴代の校長先生をはじめ、教職員、関係者の皆様の並々ならぬ御尽力に対し、深く敬意と感謝の意

を表する次第であります。

　さて、長い歴史のある尾松小学校の周辺には、坂上田村麻呂が胆沢・江刺の蝦夷阿弖流為（アテ

ルイ）攻撃に備え陣立てをしたと言われる屯が岡八幡宮や、鳥矢崎地区との境に群する古代豪族一

族の墓とされている鳥矢ヶ崎古墳群など、栗原市及び宮城県の指定史跡が多く点在する歴史ある地

であり、尾松小学校「屯が岡児童会」の名称の由来にもなっているところであります。開校当時か

らそれらの地域の特色と周辺の史跡を活かした学習、児童会活動に取り組まれてこられたこともま

た、“自分が生まれ育った地域に関心と愛着を持つ”こととして多くの卒業生や保護者、地域の皆

様から受け継がれてきた伝統の校風といえます。

　また、地域の方の水田をお借りし全校で取り組んできた学校農園は、栗原市の基幹産業である稲

作の田植え作業、育成期の水管理の観察、稲刈り作業などをとおして収穫の喜びと難しさ、自然と

食の有難みを知ることのできる地域環境を活かした貴重な授業の一つであり、教育目標である「心

身ともに健康で　自ら学び　すすんで行動する子どもの育成」を実践的にした素晴らしい取り組み

であったと思います。

　このように、地域と学校が一体となって共に汗を流し育まれたことは、心身ともに健全な児童育

成の成果として、強い精神力と高い集中力を要するスポーツの分野でも発揮されたことは明瞭であ

ります。歴代のわんぱく相撲においては幾度もの全国大会出場を果たし強豪校として知られ、延い

ては卒業生から国体選手が輩出されるなど栗原市のスポーツ振興においても大変な御貢献をいただ

いて参りました。

　このように歴史と伝統ある当校が、今日の社会的

な問題である少子・高齢化の傾向による児童の減少

などの背景から、栗原市においても小学校の統廃合

が避けられず、本年３月３１日をもって校史を閉じ

ることとなりましたことは、非常に残念でなりませ

ん。これまで当校を巣立った皆様にとっても、母校

の閉校は何事にも代え難い寂しさであり、断腸の思

いであると思います。また、地域の皆様の愛惜の念

も深いものがあると拝察いたします。

　しかし、ここで歴史が終わるのではなく、平成２

４年度からは「栗駒南小学校」となり姫松地区を学

区としてきた宝来小学校と統合され、新たな歴史の幕が開きます。これからも地域の皆様と共に築

き上げてきた歴史と伝統、さらに自ら考え高め合う児童の精神が次代へ継承され続けていくよう願

うものであります。

　今後、学府くりはらの実現に向けて、教師と子どもたちがしっかりと向き合い、じっくりと話し

合うことで、分かるまで学び、学校生活に満足感や達成感がこれまで以上に得られる、教育環境づ

くりを目指すとともに、尾松小学校が育んだ歴史が長く受け継がれ、新しい地域の歴史が築かれて

いくことを心から御祈念申し上げ、閉校記念誌発刊のあいさつといたします。
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正門と校舎

　平成２４年４月、尾松小学校は宝来小学校と再編し、新たに「栗駒南小学校」として現在の地・

校舎のもとでスタートすることになりました。再編にあたり、ご理解とご協力をいただきました尾

松地区の皆さまに心より感謝申し上げます。

　さて、私は、昭和２９年４月、昭和の大合併前の旧姫松村立姫松小学校片子沢分校に入学しまし

た。しかし、合併により旧姫松村が旧築館町・旧栗駒町・旧一迫町の三町に分村しました。私の居

住する地区は旧栗駒町に合併されたことから、昭和３１年４月以来、私は旧栗駒町立宝来小学校片

子沢分校で１９名の同級生と６年間学び、卒業後、これも又統合された旧尾松中学校に入学しまし

た。

　当時、尾松小学校は尾松中学校と隣接していたので、尾松小学校で学んだ多くの友達と出会い、

多くのことを学ばせていただきました。そのような意味からも、尾松地区は私にとっての「心のふ

るさと」であります。

　さらに、昭和４１年３月、片子沢分校が閉校となり、私の学区は尾松小学校学区となりました。

　時を経て、二人の娘のうち長女は尾松幼稚園・尾松小学校で学びました。しかし、現在の宝来小

学校が移転新築された平成４年４月、私の地区は再び宝来小学校学区となり、次女は尾松幼稚園を

卒園しましたが、宝来小学校に入学することになりました。

　結果として、長女と次女は違う小学校の卒業生となりましたが、尾松小学校も一緒に再編となる

宝来小学校も娘の母校であり、その愛情に満ちたきめ細かい指導に感謝しております。

　再編するにあたり、これまで地域と共に歩み続けてきた学校や慣れ親しんできた校名がなくなる

ことには一抹の寂しさや愛惜の念を禁じえません。しかしながら、少子化による児童生徒数の著し

い減少や急激に変化する時代に生きる子どもたちの将来を考えるとき、学校再編は避けて通ること

はできません。

　子どもたちも地区の皆さんもこれまで脈々と受け継が

れてきた尾松小学校の輝かしい歴史や伝統を受け継ぎ、

新しい出会いを喜び、共に学び、競い、励ましあいなが

ら、新たな光を発揮し、「地域とともに歩む　新しい学

校」の創造に向けて取り組んでいってくれることを信じ

てやみません。

　「こどもは地域の宝である」「学校は地域に浮かぶ船

である」と言われています。その実現のためには、地域

・家庭・学校・教育委員会はじめ関係機関との連携が大

切であります。再編後は現在の尾松小学校校舎を活用す

ることになりますので、新たに入ってくる宝来小学校の子どもたち・保護者・地域の皆さんとの交

流を深め、「再編してよかった」と語り継がれる新しい学校をつくりあげていただきたいと願って

おります。

　結びに、閉校にあたり、これまで永きに渡り尾松小学校を見守り、支えてこられました地域の皆

さまに心より敬意と感謝を申し上げまして、閉校記念誌に寄せる言葉といたします。
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年号

明

治

荒城の月の歌が流行する。

歴代校長名 代 尾松小学校の主な沿革 主な社会の様子等

35 日英同盟調印

37 日露戦争起こる。

34

10 

11

佐藤校長、シンガポール派遣教師となる。 小学校令を改正し、義務教育

年限を６年に延長する。

高等科を２年あるいは３年制

とす

40

高等小学校の実業教科重視と

訓令

日本、オリンピック大会に初

参加

3 第一次世界大戦勃発

4

7 原敬の政党内閣が成立する。

尋常小学校国語読本（ハナ、

ハト）発刊

9

11

国際連盟の第１回総会が開か

れる。

12

高等科を併設する。（5月）

開校５０周年を祝う。

尾松村農業-補習学校を廃止する。

関東大震災起こる。

13

尾松尋常高等小学校と改称する。（9月）

稲屋敷（字稲屋敷上山岸５の２）、八幡、栗原の３

分教場を設置する。八幡分校　１～３年　栗原分 校

１～４年　稲屋敷字下後原前２３番地に 校地を設定し、

校舎の改築が始まる。

14

6 満州事変起こる。

7

8 色刷りの国語読本（サイタ・

サイタ）の使用開始

9 千田　大治

青年学校令公布

17

東北地方凶作に見舞われ、欠席児童、欠食児童多し。

36 国定教科書制度成立（施行は

翌年の４月）

菅原　臣六 9

庄司　宅三郎

佐藤　清十郎

43

44 尾松村農業補修学校を併設した。(修了年限２ヶ月)

45

大

正

2 星　 年松 12

大浦　萬治 13 高等科を廃止した。

石川　一郎 14

佐々城　 金 15 大積雪のため２階建校舎倒壊（死傷者なし）、教室

を分散して授業を実施する。

尾松尋常高等小学校

メートル法使用開始

ラジオ放送開始

15 菅原　謹吾 16 新校舎竣工（8月）

校旗を制定する。（10月）

スタンドピアノ購入。

昭

和

3 第１回普通選挙が行われる。

4 世界恐慌

奉安殿建築竣工（11月3日）

10 校地932坪に拡張する。

5
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あゆみ　尾松小学校の沿革

年号 歴代校長名 代 尾松小学校の主な沿革 主な社会の様子等

41

39

40 朝永振一郎博士、ノーベル物

理学賞受賞

42

43

51 宮城県緑化コンクール努力賞（11月）

桜の苗木50本、祖父母学級より寄付される。

昭

和

環境緑化教育研究校として、県教委より２ヶ年の指

定を受ける。（4月1日）

本校プール竣工（7月）

44

菅原　閣郎 2845

46

齋藤　松男 29

48 ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会優秀賞

（8月31日）

ＴＢＣ音楽コンクール県大会優秀賞受賞、

東北大会出場（10月7日）

花壇コンクール、県優秀賞受賞（県緑の会）

（11月22日）

学校安全優良学校、県優秀賞受賞(読売新聞社・

県安全会・河北新報社)

校舎前に尾松児童遊園地を設置する。

開校百周年記念事業並びに式典を挙行する。

（2月17日）

49

50 ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会優良賞（9月）

宮城県緑化コンクール努力賞（9月）

校庭芝生造成事業

52 優良子ども銀行として、大蔵大臣・日銀総裁より表

彰される。

学校緑化コンクール入選（宮城県知事、宮城県教育

委員会賞）

前校舎半分の屋根葺き替え工事・職員便所新設

体力つくり推進校として文部省より指定

53 文部省指定「体力つくり」研究中間公開

（10月17日)

宮城県沖地震(６月１２日)

道徳の指導資料を発表

東海道新幹線開業

東京オリンピック開催

栗原分校プール竣工（7月）

環境緑化教育の公開研究発表をする。（11月5日）

学校統合により、高松・桜田・片子沢分校を本校に

統合する。（4月1日）

理科教育研究指定校（栗教協）として公開研究発表

をする。（10月1日）

敬老の日、体育の日が祝日と

なる。

和久　日出丸 27 宮城県ＰＴＡ連合会長より表彰される。（10月21日）

体育研究指定校として、栗原郡教育研究協議会より

２ヶ年の指定を受ける。

川端康成、ノーベル文学賞受

賞

栗原分校、本校に統合される。

体育研究指定校として公開授業をする。（10月9日）

アポロ１１号人類初の月面着

陸に成功

特殊学級が新設される。

健康優良児（大関喜久美さん）全国特選となる。

（10月）

小学校学習指導要領実施

47 青少年赤十字加盟する。（6月）

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会優良賞、ＴＢ

Ｃ音楽コンクール県大会優良賞（合唱）（9・10月）

花壇コンクール、県優良賞を受賞する。（県緑の会）

（11月）

学制発布百周年を記念して、講堂に引幕を新設

（36万円）

尾松小学校ＰＴＡ、東北７県ＰＴＡ連絡協議会長賞

受賞

江崎玲於奈博士、ノーベル物理

学賞受賞

ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会優良賞（9月）

給食調理室新設（施設・設備）（2月）

花壇コンクール特選

佐藤栄作、ノーベル平和賞受

賞

長谷　清雄 30

菅原　正平 31
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年号 歴代校長名 代 尾松小学校の主な沿革 主な社会の様子等

57

55

56 福井謙一博士、ノーベル化学

賞受賞

58

59

3
屋上配水管及びタイル補修工事（8月31日）

郡音楽祭優秀賞

文部大臣より、学校保健統計調査優秀校表彰

（11月19日）

宮城県歯科医師会より、よい歯の学校表彰

（11月30日）

宝来小学校に転出する児童とのお別れ式

（3月24日）

昭

和

学校緑化コンクール入選（11月12日）

水飲み場増設並びに床張替工事

60

62 学習指導（国語科）研究校として県教委指定を受

ける。国旗掲揚塔新設（8月）

63

元
学習研究社教育賞受賞（国語科）（10月26日）

宮城県歯科医師会より、よい歯の学校表彰

（11月21日）

「ボランティア活動普及事業協力校」研究成果発表

会（2月2日）

校庭整地排水溝工事（8月）

宮城県歯科医師会より、よい歯の学校表彰（11月）

相撲場柱改修工事

宮城県歯科医師会より、よい歯の学校表彰

子ども貯蓄組合に対し、大蔵大臣・日銀総裁より表

彰される。

宮城県統計グラフコンクール団体賞受賞（宮城県統

計教育研究協議会）

「やませ」による冷害・凶作

小学校学習指導要領実施

昇降口、玄関他サッシ戸新規入替

手をつなぐ親の会結成

田（六畝）を借りて勤労生産活動を実施する。

佐藤　　司 33 プール全面塗装

児童会歌・児童会旗制定

校舎西側半分と講堂を解体し、新校舎起工

旧校舎とのお別れ式及び感謝の会

学校花壇コンクール優良賞受賞（県緑の会）

新校舎完成、総事業費545,059千円

（5月30日）

新校舎落成、入校式（6月21日）及び新校舎への

移転（7月5日）

優良子ども銀行として受賞（県貯蓄推進委員会）

新体育館完成、総事業費184,935千円

（12月）

61 新校舎落成記念式典挙行（1月27日）

尾松農業協同組合より緞帳一式並びに尾松財産区よ

り演台一式寄贈

第６回東北建築賞受賞（5月31日）

学校花壇コンクール優良賞受賞（県緑の会 11月）

全国公立学校文教施設協会賞受賞（5月25日）

優良子ども銀行として表彰（大蔵大臣・日銀総裁）

（10月）

県指定「学習指導（国語科）」公開研究会

（10月28日）

遠藤　冨美男 36

近江　鐵太郎 32

菅原　元次郎 34

今野　則男 35

平

成

4
千葉　福男 37

学校週５日制スタート（月１回）

小学校学習指導要領実施

5

6

54 講堂床張り（180万円）（5月9日）

文部省指定「体力つくり」研究公開（10月9日）

学校緑化コンクール入選（11月15日）

プール徒渉新設、相撲場新設（7・9月）

大江健三郎氏、ノーベル文学賞

受賞

利根川進博士、ノーベル生理化

学、医学賞受賞
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年号 八幡尋常小学校のあゆみ 栗原尋常小学校のあゆみ 片子沢尋常小学校のあゆみ

明

治

6

7

15

18

19

22

17

23

26

27

32

34

維新のころは桜谷佐竹三卓、八幡

に氏家多仲の師弟がいて、寺子屋

式教育を施していた。

維新のころ、根岸に高橋東英、沖

に佐藤三哲、菱沼に久世景隆等の

師弟がいて、寺子屋式教育を施し

ていた。

桜田小学校 栗原小学校 片子沢小学校

初代校長　佐藤　介致

松岩寺に仮校舎を置き、桜田小

学校を開設した。

初代校長　高橋　東英

上品寺を仮校舎に、栗原小学校を

開設した。

初代校長　 佐藤　徳太郎

片子沢泉昌寺を仮校舎に、片子沢

小学校を開設した。

２代校長　伊藤　徳太郎 ２代校長　佐藤　三哲

8 ３代校長　伊藤　万寿 ３代校長　松崎　恒助 字青野沢に新校舎起工（縦八間半、

横四間半、平屋・茅葺）落成

9 ４代校長　氏家　周益

13 字上の山に校舎を新築移転した。 ２代校長　岸　卯一郎

桜田初等小学校 栗原初等小学校 片子沢初等小学校

桜田初等小学校と改称した。 ４代校長　堀越　信七

栗原初等小学校と改称した。

（沖・根岸合併）

３代校長　佐藤　徳太郎

片子沢初等小学校と改称した。

４代校長　小笹　市郎治

５代校長　佐藤　蘭造

八幡尋常小学校 栗原尋常小学校 北沢尋常小学校片子沢分教場

小学校令により八幡尋常小学校と

改称した。

小学校令により栗原尋常小学校と

改称した。

小学校令により北沢尋常小学校の

分教場となった。

尾松尋常小学校八幡分教場 尾松尋常小学校栗原分教場 姫松尋常小学校片子沢分教場

町村制実施により、尾松尋常小学

校の分教場となる。

桜田字殿田替に校舎を新築した。

町村制実施により、尾松尋常小学

校の分教場となる。

町村制実施により、北沢小学校、

姫松小学校と改称し、その分教場

となる。校舎改築竣工（現在地）

６代校長　小野寺　正吉 ５代校長　今野　清 ５代校長　熊谷　松治

25 片子沢尋常小学校

独立校となり、片子沢尋常小学校

と改称する。

八幡尋常小学校 栗原尋常小学校

独立校となり、八幡尋常小学校と

改称する。

７代校長　氏家　周益

独立校となり、栗原尋常小学校と

改称する。

６代校長　工藤　藤太郎

28 ７代校長　渋谷　新五郎

31 宿直室を増築

８代校長　佐藤　哲三

33 栗原西の沢の現在地に校舎を改築

する。

屋内体操場建築する。 ８代校長　大関　泰助

37 ９代校長　渋谷　新五郎

38 １０代校長　及川　正助

１１代校長　熊谷　泰治

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌

あゆみ　桜田・栗原・片子沢小学校の沿革
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初　代

第２代

第３代

第４代

第５代

第６代

第７代

第８代

第９代

第１０代

第１１代

第１２代

第１３代

第１４代

第１５代

第１６代

第１７代

第１８代

第１９代

第２０代

第２１代

第２２代

第２３代

第２４代

第２５代

第２６代

第２７代

第２８代

第２９代

第３０代

第３１代

第３２代

第３３代

第３４代

第３５代

第３６代

第３７代

第３８代

第３９代

第４０代

宮崎永一郎　校長

佐藤　介致　校長

佐藤　蘭造　校長

小野寺正吉　校長

戸板　二郎　校長

工藤藤太郎　校長

阿部辰三郎　校長

佐藤　正吉　校長

菅原　臣六　校長

庄司宅三郎　校長

佐藤清十郎　校長

星　　年松　校長

大浦　萬治　校長

石川　一郎　校長

佐々城　金　校長

菅原　謹吾　校長

千田　大治　校長

小野寺芳雄　校長

星野　達郎　校長

菅原　　哲　校長

千葉　順美　校長

秋山　英夫　校長

菊池　勝見　校長

千葉　清人　校長

太宰　陸郎　校長

佐藤　　壽　校長

和久日出丸　校長

菅原　閣郎　校長

齊藤　松男　校長

長谷　清雄　校長

菅原　正平　校長

近江鐵太郎　校長

佐藤　　司　校長

菅原元次郎　校長

今野　則男　校長

遠藤冨美男　校長

千葉　福男　校長

菅原　勇喜　校長

佐々木英二　校長

菅原　幹男　校長

歴代校長

歴代ＰＴＡ会長

第４１代

第４２代

第４３代

第４４代

第４５代

初　代

第２代

第３代

第４代

第５代

第６代

第７代

第８代

第９代

第１０代

第１１代

第１２代

第１３代

第１４代

第１５代

第１６代

第１７代

第１８代

第１９代

第２０代

第２１代

第２２代

第２３代

第２４代

第２５代

第２６代

第２７代

第２８代

第２９代

第３０代

第３１代

三塚　直史　 校長

佐藤　吉彦　 校長

藤田　津悟　 校長

菅原　敏郎　 校長

野澤　克己　 校長

石川　公策　 会長

狩野常三郎　 会長

佐竹　晋次　 会長

浅野　隼雄　 会長

渡辺　達郎　 会長

佐藤　辰藏　 会長

浅野　隼人　 会長

石川　東一　 会長

長井　健一　 会長

今野　一郎　 会長

山本　幸一　 会長

五十嵐重太郎 会長

高橋　卓司　 会長

佐々木孝夫　 会長

渡辺　義郎　 会長

小野寺　稔　 会長

大関　健一　 会長

栗原　　祐　 会祐

栗原　忠信　 会信

後藤　国夫　 会長

今野　金充　 会長

佐々木吉司　 会長

大関　陽悦　 会長

加藤　　洋　 会長

浅野　義悦　 会長

鈴木　文男　 会長

岩渕　　功　 会長

安藤　　実　 会長

鈴木　敬一　 会長

後藤　祐一　 会長

鈴木　　亘　 会長

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌

歴代校長・歴代ＰＴＡ会長
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尾松小学校閉校記念誌
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写真で綴る思い出　なつかしの校舎

桜田分校

高松(稲屋敷)分校

栗原分校

昭和59年までの本校の校舎

昭和59年の航空写真 昭和61年撮影　「正門と校舎」

昭和61年　現在の校舎での航空写真 平成23年11月　「尾松小学校ありがとう」

尾松小学校閉校記念誌



昭和40年　運動会での騎馬戦

昭和55年9月　徒競走

昭和45年5月　運動会　入場行進

昭和59年　応援合戦

昭和61年9月　新しい校庭での運動会 平成5年　入場行進

平成16年　尾松小恒例のむかで競走 平成23年5月　優勝は緑組！

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌

写真で綴る思い出　運動会
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尾松小学校閉校記念誌
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写真で綴る思い出　修学旅行

昭和40年　松島，塩釜，護国神社へ

昭和52年5月　会津若松方面へ

昭和45年9月　仙台，蔵王，山寺へ

昭和59年5月　会津若松方面へ

平成5年6月　会津若松方面へ 平成16年10月　会津若松方面へ

平成23年6月　角館，田沢湖，盛岡方面へ

尾松小学校閉校記念誌



昭和52年11月　学芸会

昭和62年2月　学芸会

昭和56年11月　学芸会

平成5年　学芸会

昭和40年　授業風景 昭和40年　集合写真　児童の服装に注目です！

昭和45年　教室の様子 昭和45年10月　郡大会の入場行進

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌

写真で綴る思い出　いろいろな思い出
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尾松小学校閉校記念誌
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昭和52年　秋の遠足で芋煮会！

昭和56年　秋の遠足で芋煮会です

昭和55年　一番の楽しみは，やっぱり給食！

昭和59年　来年6月の完成が待ち遠しい！

昭和61年　新しい教室での授業風景 平成5年　やっぱり秋は遠足で芋煮会でした

尾松小学校閉校記念誌

写真で綴る思い出　いろいろな思い出

平成23年6月 全校写真



　あの学校この学校と３５年間出会いと別れを繰り返し、辿り着いた最終寄港（校）地が尾松小学

校。その学校が無くなる（長い間多くの人に親しまれてきた「尾松」の文字が消えて無くなる）。

市広報の再編計画で薄々は知っていましたが、「閉校」の言葉を実際に耳にしたとき「やはり・・」、

いくら時代の趨勢とは言え、切なさと一抹の寂しさを感じます。

　私は、新市誕生の前後３年間お世話になりました。教員生活最後の学校になるとの思いもあり、

いい形で終えたいと自分なりに精一杯努力しました。・・・・・いよいよ尾松小学校最後の日、離

任式後に見送りを受けました。去り難く別れの辛さを胸いっぱい感じながらも、これまでを振り返

り、心の隅には達成感と充実感で晴れ晴れしたものがありました。「我が（教員）人生に悔いは無

し」を感じた瞬間でもありました。それもこれも、子どもたちに、保護者・地域に、そして職員に

恵まれたからだと思っています。子どもたちは呼び掛けに素早く、積極的に反応してくれました。

保護者・地域の方々は尾松小学校の教育をよく理解し、惜しみない協力を下さいました。職員は思

いつきにも似た校長の考えに、上手に付き合い、よく動き・働き、よりよい学校づくりに一丸とな

って取り組んでくれました。

　ある日、支払いを終え店を出ようとした時、５、６年生位の女の子に「校長先生ですよね。」と

声を掛けられました。名前を聞いて記憶を辿ったら最後の年に入学したＭさんでした。また、ある

ところで、聞き覚えのある名前が受付の方から聞こえてきました。「見違えるほど立派になったね。

どこの高校に？」、二、三言葉を交わしたのは最後の年の卒業生Ｙさん、それぞれの成長ぶりに感

心するとともに、あれからもう５年も・・、改めて時の経つ早さに気付かされもしました。時折、

新聞や広報に「尾松」の文字や、各分野で活躍している中学、高校生になった子どもたちの名前を

見付けては、「頑張っているな」と当時を思い出しては懐かしんでいます。

　前に子どもたち、保護者・地域、職員に恵まれたと述べましたが、振り返ってみると、時代にも

恵まれた３年間でした。新市誕生に伴って意識の変化、特に「地域」の捉え方がよい意味で学区を

超えて広がったことです。農業体験や福祉体験、交流活動、新しい伝統づくり等に多くの方にご協

力を頂き、様々な活動に挑戦することができました。校長として思い描く学校経営や、生きる力を

育む教育ができたのも、保護者・地域の協力と、後ろ盾として宮城県教育委員会の「協働教育推進

事業」の指定があったからです。「目標を持った時、組織は動く」と言いますが、指定を機に正し

く組織は動き、保護者・地域を巻き込んで、他に少しは誇れる教育ができたのではなかったかと思

っています。「あいさつ標語・いじめ撲滅標語」、「あいさつ運動」、「校長室だより」、「行列

のできる校長室？」（美しい日本語検定）・・・、あれもこれもみんなよい思い出です。

　新しい学校の発展と、子どもたちの活動を期待しています。

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌

寄　稿
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尾松小学校閉校記念誌

　毎日の日課にしております自宅近辺の散歩コースに町内会で設置している掲示板があります。そ

の掲示板の中にこんな標語がありました。

「あいさつは　笑顔を咲かせる　花の種」

　きっと近隣の小学生の作品だと思います。良くできています。

　私は、散歩ですれ違う見知らぬ人ともあいさつを交わしますが、それを繰り返すうちにいつしか

顔見知りになり笑顔で会話を交わすようになりました。この標語の通りです。

　冒頭になぜこんな事を書いたかと言いますと、私が勤務した時の尾松小学校の子どもたちのあい

さつがとても良くできていたからです。道路であっても校舎内であってもすれ違う時はどの子も元

気な声で「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」と声をかけてくれます。こちらも

負けずに大きな声で返事を返します。そんな時は、ほっと心が温まる気がしたものです。

　尾松小学校の子どもたちがこのような温かいあいさつができるようになったのは、家庭、地域、

学校が協力して子どもたちの健全育成に努めたからだと思っています。

　そしてもう一つ、子どもたちの中にあいさつが定着したのは、子どもたちが中心になって進めた

あいさつ運動があったと思います。６年生の子どもたちが中心になって、毎朝、正面玄関に立ち登

校してくる子どもたちとあいさつを交わすのです。単にあいさつを交わすだけではなく、ちょっと

した情報交換もされていました。ですから全校児童が互いに親密な関係になり、登校してこない児

童がいるとその子のことを気遣ったりする子も見られました。

　このあいさつ運動には幼稚園の子どもたちも加わっていました。直接幼稚園に行く子どもは別で

すが、バスで登園してくる子どもたちは園長先生と教頭先生に引率されて小学生と一緒に元気に朝

のあいさつをしたものです。

　校長の私も２年間の在職中毎朝玄関に立ちました。６年生の当番の子どもたちの労をねぎらうと

共に、登校してくる子どもたちとのコミュニケーションを取るためでした。

　このような朝のあいさつ運動は、私が着任するずっと前から続いていたようで尾松小学校の良き

伝統として継続されてきていました。　

　形はどうあれ、あいさつは人間関係の基礎にあたる部分ですので、子どもたちへの定着のために

もこのような取り組みは今後も継続していってもらいたいものです。

　これまで特に印象に残っている尾松小学校の子どもたちのあいさつについて述べましたが、尾松

小学校にはもっともっと他に誇れるものがあります。尾松小学校が閉校し、栗駒南小学校となって

も古き良き伝統は守りながらも新しいすばらしい学校を造っていって欲しいと願っています。

21

尾松小学校閉校記念誌



　歴史と伝統のある尾松小学校に２年間勤めることができました。明るく元気で、挑戦意欲に満ち

た子どもたちと出会いました。協力を惜しまないＰＴＡ・保護者の皆さんや地域の方々からの後押

しもありました。よき出会いに恵まれ、とても楽しく思いで多い教員生活の最後を締めくくること

ができました。心から感謝いたします。

　多くの教員がそうであるように、私も、子どもたちが楽しく充実感を味わいながら学べる学校を

目指して歩んできました。校長という立場になってからは、学校の役割を大きく二つに捉えて、子

どもたちや教職員、行政等とかかわってきました。一つは学力を高めること、もう一つは自立の基

礎をしっかりと身に付けさせることです。この二つを子どもたちの姿として具現できるように先生

方の知恵を借りながら、取組を工夫してきました。

　尾松小では、朝の活動の算数ドリルや読書を授業に連動させたり、ドリルに級を設けて、子ども

たちの意欲を引き出したりしながら、学力の向上を目指す試みも行いました。継続することで、子

どもたちに確かな学力が形成できるはずだという思いでしたが、なかなか成果が出ず苦しい時もあ

りました。今は、改善が加えられ、子どもたちの奮起で、伸びているものと思います。

　また、自立の基礎では、あいさつができることや自分の考えをもつこと、そして、その考えを話

せることなどにも取り組みました。在任の２年間ともに６年生の『あいさつ隊』のみなさんに朝の

あいさつ運動のけん引役になっていただきました。いろいろな場面で、しっかりあいさつできるよ

うになり、感心しました。各学年では、話かたを示して、それに従って考えを話すような取組も行

いました。自信をもって論理的に話せる子が増えたように感じます。

　あいさつができることやコミュニケーション能力を高めることは、子どもたちが社会の一員とし

て生きていく上で、とても大切な資質・能力です。その力が、子どもたちに身に付いてきたことは

大きな喜びでした。これからも高める努力を期待したいと思います。

　子どもたちが活躍する社会は、今以上に国際化が進んでいると思われます。そのような社会にあ

って、日本の文化を発信できる人こそが、信頼される日本人だと私は思っています。そこで、校長

室の取組として、お気に入りの詩や作文、百人一首の暗唱にも挑戦させました。全校の子どもたち

が、挑戦してくれました。「平家物語」や「雨ニモマケズ」の暗唱に挑む子もいて驚きました。特

に、１年生のＮ君の「秋の田のかりほの庵の苫をあらみわが衣手は露にぬれつつ　天智天皇」をす

らすらと言えた後の緊張から解き放たれた表情と目の輝きを忘れることができません。この暗唱と

いう小さな取組の中で、尾松の子どもたちの素晴らしさを強く感じました。

　思い出は尽きません。「尾松」という校名はなくなりますが、これまでの営みで蓄えた力と「尾

松」の心意気を新たな学校で存分に発揮されることを切に願っています。

　　　がんばれ　がんばれ！　尾松っ子。
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　「エイエイオー。」という雄叫び。これは、私が担任した子どもたちの歓声や気合いです。今で

も頭に残っています。

　私は、昭和４６年から８年間（教諭）、平成３年から３年間（教頭）勤務しました。その間、開

校百周年記念事業を経験しましたし、いろいろな方々に支えられながら多くのことを鍛えられ、教

員としての喜びを感じました。

　特に、昭和５３年に文部省指定「体力づくり」研究中間公開を経験しました。全校児童は、ＰＴ

Ａ事業で設置されたターザンロープ、タイヤ、土管のトンネル等々の固定施設で遊び、校庭の芝生

（昭和５０年ＰＴＡ事業）で思う存分運動しました。

　学校全体が熱気にあふれていました。今でもその時の教え子たちに会うと「燃えてたよね。」と

言われ、多方面で活躍していることを嬉しく思います。

　でも、大変な思いもしました。一つめです。公開の時私は２年生の担任でした。教室の真ん前に

は低鉄棒が設置され、私が鉄棒運動、しかも逆さ感覚を養う内容の授業をすることになったのです。

私も子どもたちも、はたと困ってしまいました。

　子どもたちは、鉄棒は苦手でした。私は自分ではやれますが、逆さ感覚を養うこと、ましてや指

導案の書き方は分かりませんでした。体育の堪能な先生にポイントをご指導いただいたこと、子ど

もたちが「エイエイオー。」の感性で知恵を出し合い、盛んに遊んでくれたことで、公開の時は全

員〝逆上がり〟ができるようになりました。中には、前回り、後ろ回り、猿の逆さブランコ等々で

きるようになった子もいて、みんなの顔は生き生きと輝き、参観者からは驚きとお褒めをいただい

たのです。

　次は、毎週１回業間時に直線回旋リレーがあったことです。しかも、出席簿の名前順に男女各４

名の混合チームで、全クラスが学年差のある距離を一斉に走るのです。かなり走ることの苦手な子

でも、１、２位を取りたいのです。この時もやはり「エイエイオー。」の感性で考え、工夫し合っ

て乗り切りました。

　子どもたちは、つんのめるように走り、ほとんど１位を取り続け、自信をつけました。全校の〝

やる気〟は、次第に音楽、図書館・緑化教育等々にも波及しました。また、地元の元力士の小天龍

さんが立ち上げてくださった相撲は、伝統として継続していました。

　教頭として赴任した時は、新校舎になって６年目であり、しかも北部体育大会が毎年本校で行わ

れていました。屋上の補修、校庭の整地や拡張、校舎周りの排水溝工事、相撲場の整備等々に携わ

り、ＰＴＡや地域の方々に大変なご支援とご協力をいただきました。

　さらに、相撲や陸上の練習、高齢者との交流等の指導面でもご協力をいただき、そのパワーに敬

服し、私も練習に立ち合うことで大いに勉強になりました。

　宝来小学校に転出する姫松地区の児童とのお別れ式も私にとっては貴重な経験となりました。

　現在、私は絵本の読み聞かせで尾松小学校の子どもたちに接し、パワーをもらっています。統合

しても、両校の伝統を大切にし、ますます輝くことを期待しております。

　各学年８クラスもある古川の小学校から木造の尾松小学校に赴任したのは昭和５８年。教員にな

って７年目の春でした。初めての受持は６年２組、隣の１組担任はベテランの高橋八重子先生でし

た。冬、真っ赤に焼けたコークスストーブが教室にあっても危ないとは感じないほどの素直で落ち

着いた子どもたちのいる学校でした。

　赴任して間もなく、子どもたちが野球の試合をしたいと言い始めました。体育の公開研究会が終

わったばかりで運動の得意な子どもたちの集まりだったのです。希望を叶えてあげようと佐藤司校

長先生にお話しすると了解してくださいました。でも、学校の仕事をやりながらのこと、スポーツ

少年団の加入はできませんでした。自主的に練習すること、勉強をおろそかにしないことを約束に

始めましたが、練習につけるのはいつも勤務時間終了後でした。野球練習の甲斐あって栗駒町の小

学校ソフトボール大会では優勝を果たし、大変嬉しかったことを覚えています。

  勤務した３年間で現在の校舎が新築されたことも思い出です。彼岸には、子どもたちのおばあち

ゃんが、草餅やかわりご飯を届けてくれるような温かい地域環境に恵まれたところです。子どもた

ちから保護者から、そして地域からたくさんの宝をいただいた小学校です。思い出の尾松小学校の

名称が変わっても人の良さは変わらないと思います。再編を機に、優れた環境を生かしてさらにす

ばらしい学校となるよう期待しています。
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　尾松小学校での一番の思い出は、平成８年度の学芸会で親子共演したことです。

　この年、私は西村恵美子先生と共に５年生の担任でした。学芸会で合唱構成「ぞう列車がやって

きた」に挑戦しました。１０曲ほどの合唱曲の中で、「平和とぞうと子どもたち」という大人から

子どもに向けたメッセージを込めた曲があります。悩んだ末、保護者の皆さんに呼び掛け、舞台で

親子共演しようということになりました。早速、学年委員長の伊藤泰尚さんに相談したところ、「

喜んで協力します。」と快諾していただきました

  まず、子どもたち全員にダビングしたテープを配布し、家や車の中で、歌を覚えてもらうことを

お願いしました。子どもたちの話から、保護者の皆さんの意欲的な練習ぶりが伝わってきました「

先生、私のお母さん学芸会で歌うって張り切っていたよ。」など、大きな反響があり、それまでの

不安が吹っ飛んでしまいました。夜間練習は２回行いました。保護者の皆さんとの歌の練習は、和

やかで楽しいものでした。歌の得意なお父さん、お母さん方が多く、皆さんをリードしてください

ました。

　学芸会当日、５０名を超える保護者の皆さん、菅原勇喜校長先生、曽根原朗先生等が舞台の雛壇

に立ちました。保護者の皆さんの合唱は、平和を願う気持ちがこもっていて、私は伴奏をしながら

目頭が熱くなりました。６７名の子どもたちと保護者の皆さん等、合わせて１２０名の大合唱が、

体育館いっぱいに響き渡ったあの時の感動は、生涯忘れません。

　私が生まれた年に完成した、古い校舎が残る母校の小学校。しかし、東日本大震災の津波被害等

で近々閉校すると聞きました。ふるさとを離れ長い年月が過ぎ、そこにいる人々も当時とは全く変

わってしまっていても、やはり母校がなくなってしまうことは、ちょっと寂しさを覚えます。そし

て、この３月まで７年間お世話になった尾松小学校の閉校にあたり、それに似たような気持ちを感

じずにはいられません。

　春は、遠くの栗駒山を背景に、迫川沿いの美しい桜並木を通って、かわいい子どもたちのいる尾

松小学校まで通勤するのがとても好きでした。子どもたちに何を伝えようかと毎月悩んだ『のびの

びタイム』。梅雨の晴れ間に、みんな汗をかきながら歯みがきをした、６月のむし歯予防教室。合

宿での栗駒山登山は、なぜか必ずカッパを着るはめに・・・。新型インフルエンザの流行や二度の

大地震など、どれも尾松小学校での忘れられない思い出です。

　尾松幼稚園入園から尾松小学校卒業までの間、本当に幸せに思います。家族や地域の方の姿を見

て育った尾松の子どもたちは、素直で友達思い、自分の仕事をきちんとこなす子どもたちでした。

そんな子どもたちに囲まれて過ごした尾松小学校での日々は、私の大切な宝物になっています。

　赴任した年は５年担任で、学校田の活動がありました。長い間、稲作の指導をしてくださってい

る豊嶋さんに支えられながら、楽しく活動できました。その一方、私は現代の米作りも子どもたち

に学ばせたいと考え、当時ＰＴＡ会長の岩渕さんにお願いし、くりこま高原ファームでの育苗見学

・田植機体験を行いました。この活動が今でも続けられていることに地域の支えの大きさを感じま

す。

　平成１９年度。校長・佐藤吉彦先生から「伝統となるものとして『夢のくりはら』を取り入れる」

との提案。教頭・千葉米吉先生の故郷・大島から贈られた大漁旗と、文字の藍染めとを組み合わせ

た斬新なデザインの衣装が用意されました。「尾松小の新しい伝統の始まりだ！」と、習得練習に

も力が入り、ＧＯＺＡｉｎ隊の方々の協力のもと、第１回目の披露で大成功を収めました。今では、

伝統として根付いていることに喜びを感じます。何度か取り入れた地区席前での披露はどうでした

か。　平成２２年度。「閉校」を意識して、学習発表会の幕間にスライドショーをしました。

　木造校舎、学校田活動の始まり・・・。作成しながら、歴史の大きさを感じると同時に寂しさも

感じました。　６年間、元気いっぱいの力士たちと惜しみない協力をしてくれた保護者の皆様に支

えられた相撲も素晴らしい思い出です。団体戦での強さは格別でした。

　尾松小学校で、たくさんの思い出ができました。感謝いたします。
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　近隣６ケ町村の昭和の大合併により前栗駒町が誕生したのが昭和３０年４月１日であり、その４

月入学の私は栗駒町立尾松小学校栗原分校第１回入学生である。桜並木を通り分校での入学式、教

室より望む校庭の桜の花、ピカピカの１年生の図工は桜の花の描写であった。６０年近く経った今

でも鮮明に覚えている。「光陰矢の如し」全くその通りである。

　栗原分校は５学年まで在籍し全校児童数は１７０名前後だったでしょう。本校は６学年のみ在籍

なので記憶は薄い。運動会・学芸会等は分校独自で開催されていた。今でいう芸術鑑賞会等は本校

開催で全児童１時間位かけて歩いたものである。当時の鑑賞は映画が主流であった。これも想い出

の一つである。

　分校では、春には山菜採り、秋はキノコ狩りと焚き木集め又写生等でよく裏山（金成大原木との

境）方面へ出かけた。遠方に栗原電鉄の電車がガタンゴトンとの音を伴い走るのを見て学友と共に

大変喜んだものだ。都会を見た感じを受けたのは私のみではなかったでしょう。本当に新鮮であっ

た。

　前述の入学の話に戻るが、我が家では、私の昭和の大合併の入学、平成の大合併の１７年に孫の

綺香が栗原市立尾松小学校へ入学、さらに今度の栗原市立学校統合第１校目となる栗駒南小学校へ

孫の湧翔が入学予定であり特別な思いである。

　尾松小学校の卒業生の一人として校名が改名されても、親しんだ校歌の如く、たてる尾松の小学

校である栗駒南小学校の益々のご発展をお祈りする。

　この度の尾松小学校の閉校に伴い、長い歴史をもつ本校に別れを惜しみながら寄稿いたしました。

　私は、昭和３５年の卒業と記憶しております。当時の学校は、本校に加え、２、３つの分校があ

りました。高松分校、桜田分校は３学年まであり、栗原分校は５学年まででした。私は、高松分校

に在校しておりました。１学年に高松・清水田両部落で１５名おりました。いかに多かったか分か

ると思います。たまにある本校での映画鑑賞は唯一の楽しみであり、片道４キロの道程を腰に弁当

をぶら下げ、１時間近く歩いて行ったものです。ワイワイ騒ぎながら歩いた光景は、今の時代には

考えられないでしょう。

　４年生になると本校に通学するようになり、一気に生徒数が増え、１学級４５名位の人数で３ク

ラスもありました。春には田植え休みがあり、学校が休みなので代かきや苗運び等を手伝ったもの

です。又、運動会や学芸会には、一日がかりでやったものです。学校の先生方も生徒数が多く、目

が行き届かなかった事でしょうが、子ども同士でお互いに見たものです。何か悪い事をすると、〝

先生にかたるぞ〟〝父ちゃんに言うぞ〟等よく言われたものです。学校の先生と父親は、おっかな

い存在でした。今思うと、それが良かったのでしょう。

　あれから５０年近く過ぎた今でも、子どもたちは未来の宝物です。私たち大人が、地域全体で温

かく育てて行きたいものです。

　結びに、新栗駒南小学校の発展を心よりお祈りいたします。
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　それは、今でもはっきり覚えています。母に手を引かれ、真新しいランドセルに新しい洋服、期

待と不安を抱き、桜並木の正門をくぐった時の事を。目の前には大きな木造の校舎が聳え、正面玄

関の横には二宮金次郎像があり、小学校の大きさを目の前にして母と共に体育館に入り入学式。昭

和４１年の４月の事でした。

　１年生、２年生と学校の雰囲気にも慣れ、沢山友達が出来ました。３年生、４年生、５年生の時

等は、先生に怒られない日は無かった様に記憶しております。ハンドベースボール、キックベース

ボール、三角ベース野球、ドッジボール等、体育の授業でやるスポーツですが、私たちの頃は、そ

の教わったことがブームになり、放課後はそれにしばらく熱中したものでした。その他に、馬乗り、

陣取り合戦、牛乳の蓋飛ばし、めんこ、ビー玉、お手玉、おはじき、あやとり、ゴム跳び、缶蹴り

等、挙げたら限りがないくらいの遊びを学校で学びました。今現在も残っている校庭にある遊具の

いくつかは、私たちの時代に作られたと記憶しております。今の時代から見れば、全員が腕白だっ

たのかもしれません。そして卒業、古き良き時代の数限りない思い出は、尾松小学校という学び舎

で厳しくも思いやりを持った先生方が、色々とご指導くださった賜物だと思います。

　私たちにとって尾松小学校は、心の礎を作ることが出来た、生涯忘れることの出来ない学校だっ

たことは間違いありません。

　尾松小学校卒業生として、改めて、３０数年前を振り返ってみると、以前の校舎の卒業生にとっ

ては、木造の建物が思い出されるのではないでしょうか。

　私は、就職により地元を離れましたが、数年後小学校の前を通った際、以前の木造の校舎はなく、

新しい現在の校舎に変わったことを知り、何とも言えない気持ちになったことを今でも思い出され

ます。

　昔の校舎には、尾松小学校を象徴するような自慢の校舎だったような気がします。

　現在では、校舎自体が一つの建物になっていますが、当時は、校舎の前後の建物が渡り廊下でつ

ながっており、カタカタと音を鳴らしながら歩いたことも懐かしく思い出されます。

　今回の震災では、電気、灯油等といろいろと不自由な思いをさせられましたが、その当時の暖房

と言えば、教室の真ん中に煙突の付いただるまストーブがあり、毎日朝には学級ごとに用意されて

いる薪とコークスを、当番が取りに行ったものです。

　そのだるまストーブの周りには、家から持ってきた弁当箱をみんなで置いて、お昼には温かくし

て食べたことも思い出されました。

　今回統合により校名が変わるということですが、校舎・校名が変わってもそれは時代の流れで、

仕方のないことだと思います。

　何よりも子どもたちが、明るく楽しく過ごせる学校であり続けていただきたいと思います。

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌

28



尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌

　私の卒業した当時は、旧校舎で、平屋建ての廊下が長く、薄暗くなると何か出てきそうな怖いイ

メージの校舎でした。どこの小学校にも当てはまるかと思いますが、夕方の不気味さは、今も忘れ

ません。

　そんな校舎でも子どもがいる時は、元気に教科書を読む声や音楽の授業での歌声が響き、明るい

学校だったと思い出されます。掃除になるとバケツに水を汲み、廊下に並んで競争しながら雑巾が

けをやりました。冬になると、暖房はだるまストーブで、少しでも温まるようにと弁当をストーブ

の周りに置いてみんなの弁当の臭いが混じり合う中、勉強していました。講堂（体育館）では、野

球をして歴代校長先生の額縁にボールを当て落としそうになったり、ドッジボールでガラスを割っ

たり、校庭で真っ暗になるまで野球やソフトボールをしていました。

　体育の授業の時に、校庭で栗駒山の残雪の種蒔き坊主を教えてもらいました。それは、鮮明に記

憶しています。春になると、山の残雪を見る度に思い出します。

　たくさんの子どもたちが巣立った尾松小学校が無くなるのは、時代の流れとは言え、非常に残念

でなりません。我が家は、曾祖父母から始まり２２名が尾松小学校を卒業しました。「本当に有り

難う。お世話になりました。」と感謝したいと思います。

　これからは、栗駒南小学校という新しい学校で歴史を作っていく子どもたちを応援していきたい

と思います。

　「あれから４０年!!」のフレーズがぴったりの思い出の扉を開けてみよう。

　赤茶けて瓦屋根の木造校舎が北と南に一棟ずつ。この瓦には尾松の歴史が焼きついている事を知

ったのは大人になってからだったか・・・。渡り廊下に中庭。桜、ポプラ、楓、立派な松の木。体

育指定校の頃は遊具も豊富で、整備された花壇は入賞し恵まれた中で過ごした記憶がある。

　人生の中で基本となる部分を教えて頂いた先生との出会いは１年１組の教室から始まった。空気

が張りつめる程、些細な事でも叱られ、何気ない行動さえ恥ずかしくなる程、褒められた。中高学

年の頃には、陸上、水泳、コンクール等で好成績を残す活発な学年に成長していた。

　月日は流れ、８０歳を超えられ元気な先生を囲んで食事会をした時、「いつか皆に伝えたいと思

っていたの。３回も担任しながら共に勉強の日々だった。厳しさは父兄に託されていた事。やさし

さは父兄の心になって接した事。やりがいがあった。信頼あってこそ。それにしても少し叱り過ぎ

たかなぁ・・・。」と語られた。大人になっても生徒のままの私たち。いつまでも甘えん坊で喜ぶ

顔見たさに、お互い頑張っていると答えた。今更ながら、親、先生方、地域の方に守られ愛され関

わってきたのに気付く。これからも前を向いて歩こうと思わせてくれる。

　雄峰、栗駒山を背に、どっしりと強く、やさしい母校から、心も体も健康でまっすぐな子どもた

ちが、沢山巣立ちますよう卒業生として祈っています。
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　寄稿依頼を受けてから、幼少期の思い出が書けるかと悩んだのですが、次々と鮮明に思い出が浮

かび上がり、自分でも驚いています。それ程、小学校での体験は、人にとって印象深いものなのだ

と痛感しました。

  私が通っていた頃の旧校舎は、桜や松の木がたくさん植樹され、前校舎と後ろ校舎があり、長い

廊下で繋がっていた記憶があります。その長い廊下を利用して、業間時には全校で組体操が行われ

ていました。軽快な音楽が校舎内に流れ、その曲に合わせて、個人やペアで運動をしました。

　芝生がある大きな校庭では、竹馬もしました。校庭下には新しい遊具や花壇が整備され、どれも

尾松小の自慢であった気がします。おかず給食も始まり、子どもながらにとても嬉しく楽しみにし

ていました。６年時には、学校で宿泊学習が行われ、先生や友達と畳の大部屋で雑魚寝したことも

思い出深い体験です。当時学んだことは心の財産となり、恩師や友達との絆は、現在も心の支えと

なっています。

　我が子２人が通った９年間は、親としてＰＴＡ活動に参加させてもらい、子どもが取り組んだ相

撲を通して、さらに多くの地域の皆様と交流を深めることができたと感謝しております。

　尾松小学校は、来年度から『栗駒南小学校』として、新たな軌跡を築きあげていくことになりま

す。小学校での様々な体験や出会いが、一生の思い出や心の支えとなることもあります。

　今後も、子どもたちがそういった体験ができることを期待し、健やかに成長していくことを願っ

ております。

　小学校の思い出・・・記憶の中の引き出しから出してくるのに随分時間がかかってしまいました。

　我が家では、私と子どもたち２人も尾松小学校を卒業しています。

　私の尾松小の思い出と言えば、"燃えろ！尾松小"という、先生が考案したダンスです。全校生徒

が一丸となって練習し、運動会などで発表したような気がします。運動会が近くなると、業間など

の時間も使って練習したような記憶があります。

　尾松小学校と言えば、瓦屋根、木造の校舎、渡り板を並べただけの中央廊下、三角定規やコンパ

スを忘れると買いに行った購買、廊下を走るとガタガタ音をたてて揺れた窓ガラス、そして、何と

言っても忘れられないだるまストーブです。日直が、新聞、薪、コークスで火をつけるのです。給

食は、おかずのみだったので、毎日ご飯と箸は家から持っていきました。アルミのお弁当箱は、ス

トーブで温めることができたので、冬になるとほかほかのご飯が食べられたのを覚えています。と

ても貴重な体験だったと思います。

　どれもこれも尾松小学校の思い出、歴史としてそれぞれの記憶の中に残っている事と思います。

これからも、皆それぞれの記憶に残り、長い歴史を残してほしいと思います。

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌
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尾松小学校閉校記念誌

　今回、原稿を依頼され卒業アルバムを何十年ぶりかに開きました。写真を見ながら当時の風景や

肌で感じた感触、匂い等楽しかった小学校生活を鮮明に思い出しました。

　私が卒業したのは、昭和６０年３月で、新校舎で勉強することはありませんでしたが、先生が私

たち卒業生のために、学校見学に招待して下さいました。今思えば、感謝で一杯です。私は木造校

舎の木の温もりが好きでした。校舎を大切にするようにと教えられ、北風が吹く中での窓拭きや教

室の雑巾がけをしたのを覚えています。子どもだったので清掃を遊びに変えていきました。誰が一

番床をピカピカにするか競い合いました。木は磨けば磨くほど艶が出ることを学びました。また、

校舎内には売店があり、鉛筆や消しゴム等売っていました。五右衛門風呂もありました。小学校に

お風呂があることが不思議でしたが、五右衛門風呂がどのようなものか初めて学びました。お風呂

のお湯は、床拭き用に使用し、今で言う〝節水〟の工夫でした。

　尾松小学校は私にとって、大人になるための基礎作りをしてくれました。物を大切にすること、

友達を大切にすること、そして今、社会人として人を大切にすることに繋がっています。すべては

小学校での学びからスタートしました。

　２４年度から「栗駒南小学校」となりますが、未来へ歩んでいる子どもたちの夢をどのように膨

らませてくれるか楽しみにしています。〝ありがとう　尾松小学校〟、そしてこれからもよろしく

〝栗駒南小学校〟

　閉校記念誌への寄稿依頼があり、押し入れの奥にしまってあった卒業アルバムを何十年ぶりに見

ることにしました。

　まず、目に入ってきたのが、今は無き校舎の様子でした。平屋の木造校舎で、屋根は瓦、冬にな

ると教室にストーブが置かれ、窓から煙突が突き出る。給食前になると、そのストーブの周りにご

飯の入った弁当を置き、温めて食べていたことなどを思い出しました。校舎自体は古かったけど、

コンクリート造りにはない、温もりのある校舎でした。

　校庭では、休み時間になると直ぐに教室から飛び出し、当時流行っていた「サッカー野球」をし

て遊んでいたことが思い出されます。

　この木造校舎は確か２年がかりで取り壊され、私たちが卒業した年の６月に今の校舎が完成した

と記憶しています。今も変わらず残っているのは、多分「正門」だけではないでしょうか。

　そして、アルバムをめくると、幼い顔をした６３人の懐かしい「なかま」の顔が写っていました。

アルバムには、修学旅行で会津若松に行った写真や運動会、学芸会のものもありました。今も地域

に残っている者は少なく、中学を卒業してから会っていない人も多くいる事に気づきました。

　来年は宝来小学校との統合が成されます。私の世代で校舎が変わり、子どもの世代で校名が変わ

ります。少子化の中で統合は仕方ない気がしますが、子どもたちにとっては新たな友が増えるわけ

です。最初は戸惑うかもしれませんが、直ぐに友達になれるはずです。

　子どもたちには、新たな「なかま」たちと楽しい思い出をつくり、そして生涯の「親友」を見つ

け、心に残るアルバムを作ってもらいたいと思います。
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　私は、昭和６１年度卒業生です。今思い返しますと、尾松小学校に入学する時の不安や期待、在

学中の様々な思い出、そして両親に見守られた卒業式などが懐かしくなります。この小学校に入学

した事で楽しい仲間たちができ、共にいろいろな経験ができた事はとても幸せでした。印象深く思

い返される事は二つあり、「花山合宿」と「尾松小学校の旧校舎解体」です。

　「花山合宿」では、仲間たちとの初めての宿泊行事であり、仲間と喧嘩したり相談したりしなが

らオリエンテーションや野外炊飯といった初めての活動を楽しく過ごしたり、夜に遅くまで仲間た

ちと話し込んでいる所を先生に叱られたりした事が楽しい出来事として思い返されます。

　「尾松小学校の旧校舎解体」については、少し寂しい思い出です。

　私は新校舎で１年ほど学びましたが、当時は学校のあちこちで新校舎建設事業の工事が実施され

ており、その中でもバリバリと大きな音と土煙を上げて重機で解体されていく校舎や体育館を見て

いるのは、子どもながらに悲しくなり辛かった事を覚えています。

　私にとって尾松小学校は、大切な仲間たちができ、学校の勉強だけでなく地域そのものを学び、

様々な知識や経験を得てとても大きく成長できた所であり、今回の閉校はとても残念でなりません。

しかし、現在愛娘も在学しており、尾松小学校も再編という形で閉校にはなりますが、これからも

更に地域に密着した素晴らしい小学校となる事を楽しみにしています。

　私が尾松小学校に入学したのは、昭和５９年の事でした。その当時は、まだ今の校舎ではなくて、

木造の古い校舎でした。今となってはあまり記憶が無いのですが、古い校舎でも、みんなが元気で

明るいイメージが残っています。

　２年生の途中からは、現在の校舎に移ったのですが、他の小学校と違って、オープンラウンジや

オープンスペースなど、あの当時では珍しかったのか、テレビ局が来て、夕方のニュースに映った

のを覚えています。特に新しい校舎に関して何も思っていなかったのですが、テレビに出た校舎を

見た時には嬉しくて、これからこの学校に行けるんだと誇らしい気持ちになったのをなぜか覚えて

います。

　年号が平成に変わり、平成２年の３月に卒業してからは、小学校に行く事もなくなり、疎遠にな

っていたのですが、自分の子どもが生まれて同じ学校に通うことになった時には嬉しく思いました。

子どもと学校の話をする時も、お父さんが小学生の時にはこうだったとか、お父さんの時にはこん

な行事があったんだよとか、話題が尽きません。

　来年度からは、栗駒南小学校として新しくスタートする訳ですが、場所も校舎も変わりないのに

校名が変わると思うとなぜか悲しい気持ちになります。素晴らしい小学校だったと改めて思います。

　これから、栗駒南小学校に通う子どもたちには、栗駒南小学校になって良かったと思われるよう

な、尾松小学校に負けないくらい素晴らしい小学校をつくっていってもらいたいと思います。

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌
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　今回閉校記念誌に寄稿する機会をいただき、小学校の頃を懐かしく思い返しています。中でも思

い出深いのは、私が小学２年の時に新校舎が完成し、初めて校舎に足を踏み入れた時の感動です。

斬新な造り、屋上の近未来的なベンチ、木のぬくもりいっぱいの廊下、教室。「すごい!!」と大歓

声を上げて校舎を巡り、喜び、感動いっぱいだったこと。新校舎は、私たちの自慢であり、誇りで

した。卒業してから何度かお邪魔しましたが、大切に使われてきた校舎は、時が経ってもなお、私

にあの時と同じ感動を与えてくれます。

　校舎とともに私の自慢は、同級生です。平成元年度卒業生で会を作り、同級会を開いています。

在学中から男女とも仲が良く、１０年ぶりに会ってもすぐに小学生の頃に戻り、時間を忘れて盛り

上がります。「みんなの顔見て、元気が出た。」「また、頑張ろうって思う。」そんな同級生の言

葉に私も元気をもらっています。卒業してそれぞれの道を生きる中で、同級生との時間は子どもの

心に戻って、自分の原点に返り、ほっとできる大切な場所です。

　学校生活では、我が子のように愛情いっぱいご指導いただいた先生方、地域の方々。おてんばな

私はたくさん叱られたことも良い思い出です。子どもたちを温かく見守ってくださった大人の皆さ

んに育てられたのだと改めて思います。

　新しい栗駒南小学校のスタートをお祝いするとともに、私の心に色褪せないたくさんの思い出を

くれた尾松小学校に感謝します。

　　　〝ありがとう、尾松小学校〟

こんなに素晴らしい学校の卒業生であることを誇りに思います。

　最高の友達に、最高の先生方がいた６年間。

　私にとってこの尾松小学校での６年間は、全てが楽しい思い出ばかりです。今でも同級生が集ま

ると、小学校の頃の思い出話は尽きることがありません。

　オープンラウンジの赤いじゅうたんの上でみんなと一緒に遊んだり、中庭で誰かがコウモリを見

付けてみんなで飼ったり、青い運動着のズボンをドーナツのようにまくってはくのが流行したりし

ました。

　また、休み時間になると、「なわとび検定」「けん玉検定」に明け暮れたり、朝の自主学習の時

間なのに逆立ちの練習をするぞ!!って言うおかしな先生がいたり、「おかあさん」と間違って言っ

てしまうくらい親しみやすい先生がいたり、とにかく私にとっては素敵な６年間でした。

　私が尾松小学校で過ごしていた間に今の宝来小学校ができて、私たちの友達も何名か、尾松小学

校から宝来小学校へとかわっていきました。

  それが今、『栗駒南小学校』と名を変え、尾松と宝来の子どもたちが一緒になって小学校生活を

送る事に。私たちの尾松小学校は、名前を変えて新たなスタートを切りますが、これからも子ども

たちにとって最高の学び舎であり続けて欲しいと心から思います。
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　今回、尾松小学校が閉校になり、新しく『栗駒南小学校』として新たなスタートを切ることを残

念に思うと共に、これからこの小学校で育つ子どもたちの将来が輝かしいものとなることをを祈っ

ています。

　私が尾松小学校を卒業して、もう１３年経ちます。時間が経つのは早く感じますが、多くのこと

を学び、成長させていただいたと思います。

　運動会や水泳大会、委員会活動など行事はたくさんありましたが、記憶に深く残るのは水泳では

ないかと思います。奇しくも私たちの代で尾松小学校のプールは建て替えられ、旧プールの最後の

利用者となりました。

　そのプールで初めて泳げた感動は、今でも心に残っていて、好きな科目の一つでもありました。

　徐々に泳ぎを覚え、大会にも出られるようになったのは、本当に嬉しかったです。先生の指導や

友達からのアドバイスで泳ぎが上達していき、北部水泳大会で自己記録を更新したりと、自分にと

って満足のいく成績が残せたのも良い思い出です。

　小学校時代に上手くなりたいと、無我夢中で取り組んだことの一つであり、その経験が他の基礎

となり、今の自分をつくっているのだと思います。

　これからたくさんの子どもたちが、新しい学校となる場で様々な経験をし、成長できることを祈

り、また、これまで私たちを支え続けた母校に感謝します。

　尾松小学校閉校記念誌の寄稿依頼を頂いた時、〝何年に卒業したんだっけ？〟〝まだそんなに経

ってないよねぇ〟などと思ったのですが、なんと１０年程になる事に時間の経つのは早いものだな

ぁと気づかされました。

　改めて「尾松小学校の思い出」というものを考えてみますと、こんなに用紙一枚にまとめるとい

う事が難しく、読書感想文が苦手な小学生だった自分が、今まさにここにいる事に苦笑いをしてし

まいました。

　「何も分からず戸惑った入学式」「楽しかった修学旅行」「希望を胸に抱いての卒業式」、そろ

えて話す皆の声が聞こえてきそうです。

　文字にしてしまえば何文字かで記されてしまう事ですが、何時間でも思い出話は尽きることはあ

りません。

　私の家族（祖父・両親・兄弟）は皆「尾松小学校」の卒業生です。校舎は新旧違っても、同じ学

校で学んだ校歌を斉唱した者にとっては、尾松小学校という名がなくなる事は寂しい限りですが、

時代の移り変わりとともに変化する事は仕方ない事です。

　宝来小学校と一緒に、明るく楽しい「栗駒南小学校」を築いていって欲しいと願うばかりです。

　最後に、学校名や校章は変わっても、尾松小学校の校舎があります。色あせる事なく、いろいろ

な思い出がよみがえるはずです。

　何年、何十年経ったとしても、「尾松小学校」の校舎の前で皆さんと会い、思い出話ができると

良いですね。このような機会を与えて頂いた事に感謝いたします。

尾松小学校閉校記念誌

尾松小学校閉校記念誌
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　私が尾松小学校を卒業し、６年以上の月日が経ちました。今でも友人との会話の中で、ふと「小

学校の頃は・・・・だった。」と、在学中の頃を思い出しては懐かしく思うことがあります。

　尾松小学校は、屯ヶ岡や運動会、学芸会、田植えなどと生徒だけでなく地域の人々との交流が多

々あり、私たちは幼い時から沢山の方々と交流し合える機会が多く、良き人間性を学べる環境で生

活することができました。学年が上がり、新１年生が入学する度に徐々に責任感が増していき、休

み時間になるとサッカーや鬼ごっこをし、夏にはプール、冬にはそりや雪遊びをし、小学生らしい

小学校生活を味わうことができました。

　私の思う尾松小学校の良さは、あいさつです。在学中によく先生からあいさつの大切さを教えら

れ、あいさつを欠かさずするようになりました。今でも尾松小学校の生徒とすれ違うと元気にあい

さつをしてくれて、とても清々しい気持ちになります。あいさつは、尾松小学校の伝統と言っても

良いでしょう。

　私は、毎日給食が楽しみでした。給食委員という活動をし、献立作成や栄養に関する知識を知り、

興味を持ちました。尾松小学校は、今では珍しい校内で給食を作っている学校なので、それを見て

いて私も「食」に携わる職に就きたいと思い、今は栄養学を学んでいます。

　尾松小学校は、楽しかった思い出だけではなく、私に夢を与えてくれました。新しく栗駒南小学

校になるにあたって、尾松小学校の伝統を忘れず、夢を見つけられる学校になることを願っていま

す。

　私は今、高校２年生ですが、尾松小学校を卒業した一人です。小学校が平成２４年度からは、「

栗駒南小学校」として新たにスタートするということで、私からしてみたら、母校の名が変わるの

でちょっとさびしいです。

　尾松小学校はとても静かなところにありますが、校舎に入ると低学年から高学年まで子どもたち

がたくさんいて、走り回ったりとかなり賑やかで、笑い声が絶えません。そして、何よりも先生方

の指導がとても厳しかったことを覚えています。休み時間が終わった後までも騒いでいると教室か

ら怒鳴られた事がありました。小さいながらも、とても傷ついたのです。その時に初めて、先生を

嫌いになりました。すごく単純な少女でした。

　そして、行事の一つである運動会も記憶に残っています。ライバルに負けたくないと、一生懸命

に走ったのを覚えています。結果、満足せずに泣いてしまったことがありました。そこで先生がな

ぐさめてくれたことで、嫌いだった先生に対しての態度が変わりました。厳しさの中に優しさがし

っかりとありました。

　私が無事卒業できたのも、たくさんの思い出が生まれ、優しい先生方が側にいてくださったから

です。尾松小学校が私の母校であったことをとても嬉しく思います。

　在校生のみなさん！友達とたくさんの思い出をつくり、先生にたくさん怒られ、「栗駒南小学校

が母校でよかった」と思えるような学校生活にしてください。
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　私が尾松小学校を卒業してから早くも４年が経ち、高校生になりました。しかし、今でも尾松小

学校で過ごした６年間は忘れることなく思い出に残っています。

　中学校に入学したとき、他の小学校の卒業生とよく自分の小学校の自慢をし合っていました。私

もたくさん尾松小学校の自慢をしましたが、卒業してから改めて尾松小学校の良さに気づくことが

できました。

　尾松小学校の良い所は、まず行事にあると思います。運動会で一番盛り上がる６色対抗リレーと

むかで競走は、今でももう一度やりたいと思うほどです。そして、私たちの代から始まった「よさ

こい」もあります。

　屯ヶ岡祭りは、私の一番好きな行事でした。１回目の屯ヶ岡では各学年との交流と地域の方々と

の交流ができ、誰でも楽しめるお祭りです。２回目の収穫祭では、自分たちで作った米や野菜を食

べ、食材への感謝と大地の恵みを感じました。

　尾松小学校の行事は伝統があり、当たり前のことでもとても大事なことを教えてくれるものばか

りです。

　私が小学１年生の時、６年生に休み時間に遊んでもらい、とても嬉しかったことも覚えています。

そして、私も６年生になった時、低学年の子とたくさん遊びました。その時の楽しかった思い出、

子どもたちの笑顔が忘れられず、私の将来を選ぶきっかけとなりました。

　尾松小学校は、思い出の詰まった大切な場所であり、それぞれが心身共に成長した場所であるこ

と、それは変わりありません。

　３２名で入学した僕たちは、初めての勉強や給食にわくわくしながら通っていました。学校では、

係の仕事や給食当番などを行い、自分の役目を学びました。

　行事では、運動会や校外学習、水泳大会、田植えや稲刈り、音楽祭、持久走大会、屯ヶ岡祭り、

学習発表会など、たくさんの行事を経験させていただきました。

　運動会では、縦割り班に分かれ１年生から６年生までが協力し合い、一つのチームになります。

普段から各学年が仲良くなれる良いきっかけになりました。

　屯ヶ岡祭りでは、５年生が苗を手植えし、秋に手で稲を刈り、それを収穫し、餅にしてみんなで

食べます。おじいさんやおばあさんも招待し、いろいろな味の餅をいただきました。

　このようなたくさんの行事を毎年行い、とても思い出に残る小学校生活でした。

　その他に、尾松小学校では立派な土俵があり、たくさんの生徒が相撲をとっています。とても良

い成績を収めた先輩方もたくさんいます。

　尾松小学校の良い所は、たくさんあり過ぎて書ききれませんが、一番に言えるのは、尾松小学校

の生徒で良かったということです。とても親切な先生方に支えられ、このように大きくなることが

できました。

　来年度から校名が「栗駒南小学校」に変わりますが、僕を大きくしてくれた尾松小学校はこれか

らも残ります。そして、栗駒南小学校になっても、心の大きな人をたくさん育ててほしいと思いま

す。

　ありがとう、僕を大きくしてくれた尾松小学校。
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編 集 後 記

　甚大な被害をもたらした３．１１東日本大震災・・・、校舎や体育館も大きな被害を受けました。

幸い、先生方の適切で迅速な判断、そして誘導により、児童は全員けがもなく無事に帰宅すること

ができました。被災された皆様方には、心よりお見舞い申し上げます。

　さて、創立から１３８年を迎えた本校も、平成２３年度末をもってその歴史を閉じることになり

ました。この度の閉校にあたり、多くの皆様方のご協力により、閉校記念誌を発行する運びとなり

ました。誠にありがとうございます。

　短い期間での準備であったため、各年代別に卒業アルバムから思い出の写真を抜粋させていただ

きました。当時の行事や生活の様子をご覧いただきたいと思います。創立百周年記念として植樹し

た「サツキ」と「ケヤキ」４２本も大きく成長しました。

　多くの方々からお寄せいただいた貴重な原稿やアルバムを拝見させていただきながら編集を進め

るにしたがい、長きにわたる本校の歴史を再確認し、歴代校長や教職員をはじめ、諸先輩方の様々

な思いやご苦労に触れることができました。

　最後になりますが、ご多忙の中ご寄稿くださいました方々、また様々なご協力、ご支援を賜りま

した皆様方に厚く感謝と御礼を申し上げ、編集後記といたします。
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